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第 11 回科学技術予測調査 2040 年に目指す社会の検討 （ワークショップ報告） 








まず、理想とする将来社会像の検討を目的として、ビジョンワークショップを 2018 年 1 月に開催し
た。多様なバックグラウンドを持つ専門家によるグループ討論を経て、50 の将来社会像を導出し、
それらを Humanity、Inclusive、Sustainability、Curiosity のキーワードに集約した。 
次いで、ケーススタディとして、今後の検討に向けた示唆を得ることを目的とするシナリオワーク





The 11th Science and Technology Foresight: 
Discusion on Desirable Society 2040 (Workshop Report) 




. This material summarized the outputs of the two workshops regarding the outlook for the 
desirable future society in the process toward the 11th Science and Technology (S&T) Foresight 
Survey. 
The Survey consists of four activities; i.e. (1) Horizon Scanning (exploration and analysis of 
trends), (2) Visioning (consideration of possible futures to be realized), (3) Survey of S&T Trends 
(selection and analysis of future S&T), and (4) Scenario Planning (realization of visions by S&T and 
social systems); and the workshops contribute actually to the activities for the Visioning. 
First of all, the Vision Workshop was held in January 2018 in order to consider the desirable future 
society.  Possible 50 visons for future society were obtained by the group discussions of the experts 
with various backgrounds, and the visons were categorized under the keywords, “Humanity,” 
“Inclusive,” “Sustainability,” and “Curiosity.” 
The next, the Scenario Workshop was held in February 2018 in order to conduct case studies which 
contribute to further considerations of the desirable future society.  Realization of the possible 
visions which were obtained by the Vision Workshop was considered by group discussions.  16 
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概要図表 6 2040 年の社会像を実現するためのシナリオ概要～各グループの検討結果 
 




























































































































高効率な Creation 社会 
集中により生じた余裕を
科学技術への投資に回













































































＊Humanity A、B のグループ討論では、独自に軸を設定した。 












































ョンなど社会の視点からも研究開発の方向性の検討を行ってきた。2017 年には、第 6 期科学技術
基本計画を始めとする科学技術イノベーション政策検討に資することを目的として、第 11 回科学
技術予測調査（以降、第 11 回調査）を開始した。 
















本検討は、第 11 回調査のパート 2「ビジョニング」の一環として実施された。内容は、二つの検討
項目から構成される。検討その一は、ビジョンワークショップにおける将来社会ビジョンの検討であ










































































し、将来社会像のグループ化を行った。この手順及び結果概要を第 2 章に記す。 
 
 ケーススタディ： シナリオワークショップの開催～ビジョン実現に向けたシナリオ検討 





























3％、「健康・暮らし」が 26％、「環境・エネルギー」が 16％、「ものづくり・サービス」が 24％、「安全安
心・インフラ」が 16％、「フロンティア・科学基盤」が 15％である。なお、ストーリーの区分は、提供者
の判断による。「きざしストーリー」のテーマを図表 4、ストーリーを資料 3 に示す。 
 
図表 3 「きざしストーリー」の様式 
 
 
図表 4 「きざしストーリー」のテーマ 
区分 テーマ名（一部未掲載、区分の重複あり、順不同） 
全般  規制のサンドボックス 
 マルチハビテーション・ライフスタイルの現実化 
 将来世代を考慮に入れた新しい社会システムの構築 
 長寿命商品社会：Long Life Technology による低炭素社会構築 
 少子高齢化により引き起こされる社会システムイノベーション 










 IoT を活用した心血管イベントの予防による健康維持 
 個別化医療の発展による小児癌の治癒率向上 





























⁃ N.Engl.J.Med. （Feb. 26.2015.） Francis S.Colins “A New 








 AI による全脳計測技術 
 植物工場での付加価値の高い野菜の生産 
 ユニバーサルフードプリンタ 








 現実国家 vs バーチャル国家の戦い 




























 ブロックチェーンによる P2P 電力取引 






































 EEZ の海洋牧場化－太平洋を囲いのない生け簀に－ 



































 EEZ の海洋牧場化－太平洋を囲いのない生け簀に－ 

















 地域国立大学 2.0 
 EEZ の海洋牧場化－太平洋を囲いのない生け簀に－ 
 深海 AUV の宇宙探査への展開 
 VR・AR による深海底探査 
 現実国家 vs バーチャル国家の戦い 
 高速長距離移動の主流は飛行機からチューブへ 
 「文明崩壊」へのリスクマネジメント 



































日時： 2018 年 1 月 12 日（金） 10:00～17:30 































































































































































































































































































































詳細を示す。基となった個別の社会像及び実現に寄与する科学技術やシステムを資料 2 に示す。 
 






















































































































































































（１） A グループ 
①2040 年の理想の社会像 
AI の進展とともに、映画「ブレードランナー」のような超生物社会が進展していく見通しである。社





i. 「生物（リアリティ）への回帰」： AI の進展の中でリアルの価値が高まるとともに、地域の自立、
地域資源（自然環境の保全を含む）の見直し、自然回帰が改めて注目され、匠の技、エネル
ギーの地産地消、家庭教育の充実化が図られる。 




る流れと、「AI 社会で生きていくことができる社会」や「社会性の多くが VR 世界で成立している
社会」を志向する流れが繋がれている。 



























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































社会像 科学技術要素 科学技術以外の要素 
C-1  

























（４） D グループ 
①2040 年の理想の社会像 
2040 年までの理想の社会像として、「持続可能な人類の QOL」を第一に掲げたが、どの範囲ま










 個人と社会の QOL が一致する社会 
 データを活用して QOL を向上 
 格差が拡大しても QOL を向上 
 AI・ロボットの生産性を使って QOL を向上 

















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































想の社会像として、以下の 15 の社会像を挙げた。概要は以下の通りである。 
























































合）、「野性味社会」（①の社会像 v～vi を統合）、「ユビキタス生活社会」（社会像 vii～ix を統合）、
「新しい技術と社会・人間との新しい関係が構築される社会」（社会像 x）、「超人間社会：身体を制















































































































































































































































































































































































このうち公益社団法人応用物理学会1とは、2016 年度～2017 年度の 2 年間にわたり協働し、
2016 年度は地域の将来社会像を実現するための科学技術・システムの検討を行った[9-10]。2017 
年度は、前章で述べたビジョンワークショップで得られた 2040 年の社会像を実現するためのシナ
リオを検討するシナリオワークショップを 2018 年 2 月に開催した。 
本検討では、ビジョンワークショップで得られた将来社会像（図表 22）を具体化し、関連する科学








開催概要を図表 23 に示す。 
 
図表 23 ワークショップ開催概要 
名称 シナリオワークショップ～2040 年ビジョンの実現に向けて～ 
共催者 科学技術・学術政策研究所、公益社団法人応用物理学会 
開催日時 2018 年 2 月 19 日 10:00～17:30 
開催場所 科学技術・学術政策研究所会議室 
参加者数 
公益社団法人応用物理学会 19 名（企業 11 名、大学 8 名） 




で構成された 4 グループ（各グループ 4～5 名、Humanity を 2 グループ設けた）に分かれて議論し
た。 
                                              
1 半導体、光・量子エレクトロニクス、新素材などの工学と物理学の接点にある最先端課題や学際的なテーマに取








































































































































































































人とコミュニティに分けて 2 つの社会像（Humanity A, B）を作成した（図表 30 (a)～図表 33 (a)）。 
ワークショップでは、この社会像を各グループに提示して、確認・共有・補足を行い、グループご
とに「目指す 2040 年の社会像」を作成した（図表 30 (b)～図表 33 (b)）。 
 



















































ネオ江戸時代 ・人口 3000 万人ほどの江戸時代の商業形態や文化、コミュニティが復権する。先端科学
技術を活用し、長屋⇒シェアハウス、行商⇒自動運転デリバリーなどができる。銭湯のよう










































































































































3.3.2. 2040 年の社会像を実現するためのシナリオ 
目指す 2040 年の社会像実現のために考えうるキーファクターを科学技術とシステム別に書き出
し、続いて、検討軸として提示した「経済停滞・経済進展×集中・分散」軸へのマッピングを行った
（資料 5 参照）。このマッピング結果を参照して、前節でグループごとに作成した目指す 2040 年の
社会像を実現するための4つのシナリオを、図表34に示した検討軸「経済停滞・経済進展×集中・













































































































































































































































































































































































































































































































































にステークホルダーごとに検討した。それぞれの戦略を図表 39～図表 42 に示す。 
 






































































































科学技術 システム 科学技術 システム 
個人 ・コミュニティのプラット
フォーム構築 










大学  ・倫理教育   
教育 
機関 




    
学会 ・コミュニ ティ認証機
関・認証制度 






















































































科学技術 システム 科学技術 システム 
個人 ・コミュニティのプラット
フォーム構築 
































科学技術 システム 科学技術 システム 
教育 
機関 































図表 41 戦略： Inclusive 〔インクルーシブ社会〕 （ステークホルダーごとの検討は行わなかった） 
③熟成社会 ①AI・ロボットと人がつながり、進化を続ける社会 


































④にっちもさっちもいかない社会 ②高効率な Creation 社会 






























科学技術 システム 科学技術 システム 















































































科学技術 システム 科学技術 システム 
個人 ・ワークシェアリング 
・カーシェアリング 
・シェアリングエコノミー  ・誤検知を許す心 













科学技術 システム 科学技術 システム 
研究 
機関 







大学   ・移動動力蓄エネ 
・高齢でも働ける BMI 










   ・知財の交通整理 





















































今回のワークショップでは、4 つの目指す社会像とそれを実現する 16 のシナリオが作成された。
今後の科学技術の方向性への示唆として、主に以下のような視点が得られた。 
 













 〔企業〕 マスカスタマイゼーションへの対応、ワークシェア・ワークライフバランスの実現 




 〔研究機関〕 生体・幸福度計測や五感再現技術やセキュリティ技術の研究開発 
 〔大学〕 基礎研究の充実や研究の多様性確保、文理融合促進、若手育成強化 
 〔教育機関〕 STEAM 教育、デザイン・文化や異能人材育成、個性尊重の教育 
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小山田 和仁 国立研究開発法人科学技術振興機構 
風見 正三 宮城大学 
金丸 正剛 国立研究開発法人産業技術総合研究所 
川口 慎介 国立研究開発法人海洋研究開発機構 
川添 安之 文部科学省 
川名 晋史 東京工業大学 
木下 裕介 東京大学 
許 正憲 国立研究開発法人海洋研究開発機構 
栗田 雄一 広島大学 
黒河 昭雄 国立研究開発法人科学技術振興機構 
小松 正 小松研究事務所 
近藤 惠嗣 福田・近藤法律事務所 
西條 辰義 高知工科大学 
佐藤 信太郎 株式会社富士通研究所 
七丈 直弘 NISTEP 客員研究官（東京工科大学） 
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嶋田 一義 国立研究開発法人科学技術振興機構 
下萩原 勉 内閣府 
白谷 正治 九州大学 
鈴木 せいら 文部科学省 
鈴木 誠二 パナソニック株式会社 
鷲見 芳彦 NISTEP 客員研究官（夢マネジメント） 
瀬古 玲 国立研究開発法人日本医療研究開発機構 
相馬 りか NISTEP 客員研究官（国立研究開発法人科学技術振興機構） 
宝田 恭之 群馬大学 
田中 孝之 北海道大学 
田中 秀和 大阪大学 
寺島 千晶 東京理科大学 
中川 尚志 NISTEP 客員研究官（国立研究開発法人科学技術振興機構） 
中島 啓幾 早稲田大学 
永野 博 NISTEP 客員研究官（政策研究大学院大学） 
中村 麻子 茨城大学 
西川 恒一 公益社団法人応用物理学会 
西下 佳代 国立研究開発法人科学技術振興機構 
箱田 照幸 国立研究開発法人量子科学技術研究開発機構 
橋詰 富博 株式会社日立製作所 
服部 敦彦 東京医科歯科大学 
林 久貴 東芝メモリ株式会社 
林 正晃 第一医科株式会社 
廣瀬 麻野 文部科学省 
福士 珠美  国立研究開発法人日本医療研究開発機構 
福田 武司 埼玉大学 
藤野 純一 国立研究開発法人国立環境研究所 
布施 哲人 国立研究開発法人宇宙航空研究開発機構 
古川 英光 NISTEP 客員研究官（山形大学） 
堀田 厚 NISTEP 客員研究官（三菱電機株式会社） 
本庄 昇一 東京電力株式会社 
本間 央之 NISTEP 客員研究官（協和発酵キリン株式会社） 
前田 征児 NISTEP 客員研究官（JXTG エネルギー株式会社） 
松田 哲也 玉川大学 
松原 美之 NISTEP 客員研究官（東京理科大学） 
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松本 麻奈美 国立研究開発法人科学技術振興機構 
村山 泰啓 NISTEP 客員研究官（国立研究開発法人情報通信研究機構） 
持丸 正明 NISTEP 客員研究官（国立研究開発法人産業技術総合研究所） 
茂木 強 国立研究開発法人科学技術振興機構 
森 純一郎 東京大学 
森 祐介 内閣府 
八木田 寛之 三菱重工株式会社 
安田 研一 山口県産業技術センター 
矢部 彰 NISTEP 客員研究官（新エネルギー・産業技術総合開発機構） 
山崎 友紀 法政大学  
山田 康秀 浜松医科大学 
山登 正文 首都大学東京 
山本 吉伸 国立研究開発法人産業技術総合研究所 
鷲田 祐一 NISTEP 客員研究官（一橋大学） 
坪井 裕 NISTEP 
斎藤 尚樹 NISTEP 
奥山 千香子 NISTEP 
矢口 雅江 NISTEP 
宮ノ下 智史 NISTEP 
 
（２）シナリオワークショップ参加者 
（敬称略、所属は 2018 年 2 月 19 日現在） 
和泉 真 シャープ株式会社 
大淵 真理 株式会社富士通研究所 
小原 賢信 株式会社日立製作所 
佐竹 徹也 三菱電機株式会社 
高井 まどか 東京大学 
公益社団法人応用物理学会インダストリアルチャプター副代表 
立岡 浩一 静岡大学 
田中 秀和 大阪大学 
堂免 恵 株式会社湧志創造 
中島 啓幾 早稲田大学 
永沼 博 東北大学 
西川 恒一 公益社団法人応用物理学会インダストリアルチャプター代表 
西山 彰 東芝メモリ株式会社、応用物理学会副会長 
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羽柴 寛 パナソニック株式会社 
林 賢二郎 株式会社富士通研究所 
林 司 日新電機株式会社 
福田 武司 埼玉大学 
山口 敦史 金沢工業大学 
山登 正文 首都大学東京 
横山 直樹 株式会社富士通研究所名誉フェロー 
芦野 俊宏 NISTEP 客員研究官（東洋大学） 
鷲見 芳彦 NISTEP 客員研究官（夢マネジメント） 
相馬 りか NISTEP 客員研究官（国立研究開発法人科学技術振興機構） 





















AI に寄り添える薬ができている 誰でもクリエーター社会 









農業改革（AI 化 工場化）→食の自給率アップ  
地震津波が社会不安でない  
震災の記憶が薄れることを VR で、対応力維持ができている  
言動レベルで不老不死になっている  
結婚しない社会  
視覚と嗅覚を利用して味覚を変える AR を利用してメタボが改善される  
バーチャルにあこがれを抱く社会になっている  
ヒューマンエラーがない社会  
AR VR が普及している  
国民全員が一日一万歩を（自発的に）歩く社会（健康長寿のため）  
AI 家族が登場している  
AI 格（人格的）が付与されている  





















IT を使える人とそうでない人の格差が広がる→ベーシックインカム  
ロボットの活躍によって人間が労働から解放されつつある  
AI が何でもしてくれて、ヒトは超ヒマになっている  
独占囲い込みよりシェア、利活用が進む  















対面コミュニケーションがなくなり違う人類が登場している AND 人間の育つ社会 






































退化/進化 能力変化  
CPU、GPU＋QPU が導入される  
プラズマを用いた再生医療が実現する  
海から資源をとるようになる  
サーキュラーエコノミーの到来 3R の浸透  
情報爆発に対応するデバイスができる  
カリスマ個人が国を動かす（政策提言） 一億総お祭り社会/人口減


















耐 EMP 技術  
FANG と国の対立が深まる  
自分で再生する建物・家具が出来る  
ナノ分子レベルでの IoNT で、ウェットでバイオな情報社会になる  
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社会像 理想の社会像 






感覚・味覚・嗅覚が発達し、VR 化が加速する  
JOJO の世界が現実に  

















人工細胞 自在にデザインして資源を安価に生み出す（バイオ燃料など）  
ロボットによるベビーシッターが実現する  
ロボットによる介護が実現する  
プラズマがん治療により大幅に 5 年生存率が向上する  










ピンピンコロリ 健康で長生きし死ぬときは苦しまない（あっさり） 超運命社会/自立社会 
空間がディスプレイになる（空間映像）  
自動化 短命 富裕層は選択/長寿へ  

























細胞と Web が接続する  
 















PF は米国産、ELSI は中国産で推進力が増す  
途上国向け低コスト食料が普及する（組み換えを含む）  
オリンピックよりパラリンピックのほうが人気になる 高齢者のモチベーションを















IoT で管理されない自由を確保する  










UX などサービスデザインの重要性が向上  

















IoT、AI 活用で健康状態のリアルタイムモニタ可能→健康診断の変化  
VR/AR がゲームだけでなくさまざまな場（サービスデザインなど）で活用  
人が減るので、エネルギーは余り、CO2 対策などが不要になってくる。  
充電がいらない生活  






















合成食料が一般的になる 天然資源は高級品に  
昆虫食も一般的になり食料危機に対応可能  





ICT 化で行政コストが下がる  
どら焼きで動く AI ロボットができる。 
情報の安全性がより重要に←漏洩したときの影響が大きく （－） 
IoT/AI の発展、普及によって意思決定がブラックボックス化する  
味覚や文化、理論など認知操作に関する技術が発展する  
人間の矛盾を AI が認知する  
認知の操作に関する技術が必要に  
薬や食など ELSI への対応がより増大し、システム的な処理が必要に…  
 













社会保険体制の変容（national standard→national minimam） － 





マルチ・ハビテーション社会 スマート＆コンパクト － 
病気であっても社会参加できる（未病）予防 － 
病院の分化（公的 coverage 私的サービス） － 
初等・中等教育の personalize 化（AI） － 
AI・量子コンピュータ 自動化・最適化 創薬・治療 － 
脳情報操作 健康・脳力向上 コミュニケーション・娯楽・防犯 － 

































ブロックチェーン電力 P2P 取引 － 
ICT のエネルギー消費巨大化 － 
 















































微細な細胞を積層させ３D 印刷のように臓器が生成できるようになる  
発散⇔収束の思考ではなく、ストーリーを語る  
表現の理解のインターフェースが変わる  





























CO2 排出量の総量が制限される  




人工光合成や CO2 を食べる菌で CO2 問題が解決する  
ガソリン車･ディーゼル車がなくなる  
人間とは何かの概念が変わる 人間性創造社会 
Creative の定義が変わる  
倫理観が重要になる  
法体系が大きく変わる  
IT によって大学の在り方が大きく変わっている  






1 人 1 人に合わせてカスタマイズ食ができる  
 
 F グループ 
社会像 理想の社会像 

















AI を使った画像診断により、医師の見落としを減らし、医療の質を向上  
国民の維持できる臨床情報を正確にするための技術(AI)開発をする  
AI エージェントが健康管理、仕事をアドバイスしてくれる  
個人の権限で医療情報の二次利用を許し、新しいビジネスへつなげる  
出生から現在までの病歴、学歴、職歴などのデータが集積され、データへのアク




































































1 枚めくると漢字に自動変換してくれるポストイット登場  
共通の話題提供 写真は抜群  
空中ディスプレイで脳のイメージを出せるようになる  
言葉をしゃべると空中ディスプレイで目の前で漢字変換してくれる  
コミュニケーション価値が上がる サービスとして購入する  
共通の話題が提案されてコミュニケーションが変わる  













労働の形、システムが変わる(AI の導入で)  




















































































SDGS が達成された社会  
平時の発信力  







コンテンツ大国 but 経済的 F/B は？発展に寄与？少額課金を一括で  
多様化している価値観が新しいアピール→投資の仕組みができてくる  
日本に日本の価値をベースに投資を集められるプラットフォームを持つ  





Platformer の力＝メンバー数 User Base  



















Virtual(会員サービス)と Physical(biographical)  
助け合うことと相互のプライバシーの落としどころが今よりも集団的になる  
 





















































バーチャル成長 リアルの成長余地がなくなり、仮想成長を体験する VR サービス
が盛んに 
 














AI より人間が優れた部分が残っている（シンギュラリティは来ない）  
情報の価値の真がんを持てる  




モニタリング 可視化 海洋エネルギーの競合が太平洋外洋牧場化 
月でエネルギー産生が可能となり移住できるようになる 
VR・AR で深海どこでもドア 








 I グループ 
社会像 理想の社会像 


























GDP の価値観を変えるものを 2040 までに日本から出す◦2040 年に日本が世界の
リーダーになる 
 
成長=GDP から脱却する兆しが見える  
GDP を指標としない価値観が出来ている  













脳の活動だけがすべての人間社会 次世代 IoT による超低炭素
社会 都市の形が変わる。個人の発想が大事になるので、荷物の運搬なども必要性が
少なくなる 














製品がどんどん安くなっていく。３D プリンタで作れるので  
言葉を使わずにコミュニケーションできる社会  







いる社会 社会集団の多様化 流動性・家族、地域、コミュニティ、国家、法、規制遅れ 
自分の家ですべて製造供給できるシステム→個人主義→死生観が変わる  
社会システム転換をどう作るか 日本独自のものを作らないといけない  
移民が増えて横並びではなくなる  
横並びの価値観 そうでない価値観をどう統合できるかが課題  






















PKO 任務でロボット兵器が主流になる  
アーミッシュ的生活の蔓延 懐古趣味？  
科学ベースで生きる人・科学を拒絶する人に社会が分断される  
裁判において AI による審理、証拠で、判決が主流になる  
定年制がなくなり、若いうちから自ら好きな仕事ができるシステムが成立する  











地方に AI バーチャルで大量の雇用が創出される  
シンプルな生き方を支える高度な科学技術（人間関係 AI など）  
同調圧力の強い日本社会のままでもイノベーションが生まれる社会の到来  

























医療・介護の介入資源の消費量が 2/3(一人当たり）になる（省エネ型）  
それでも世界中の好きなところに住んで暮らせるようになる  
 




























サバイバルに効くトレーニングが普及 アナログ的に（デジタル技術の裏打ちで）  
あえてサバイバルな環境を学ぶ  
精密な議論はコンピュータに任せて、あいまいさを伴う議論が人間の役割  




















DIY 的研究が増える  
家から職場まで寒くも暑くもない コンパクトで効率的な社会 
予測が当たったかを AI でチェックできる  
同時通訳が個人ベースとなり誰でも外国人とお友達  
全員が座れる交通機関が整備される  





買い出しの必要がなくなる（ぜんぶ Amazon）  






























 理想の社会像まとめ 種別＊ トピック 
A-1 生物への回帰 科技 里山保全環境 
  科技 自然共生技術 
  科技 林業などでもロボット活用 
  科技以外 AR/VR による社会問題 
  科技以外 自然科学以外との連携 
A-2 誰でもクリエーター社会 科技 ３D プリンタ（食品） 
  科技 ３D プリンタ（金属まで） 
  科技 匠の技の活用（データ活用） 
  科技以外 権利処理システムの整備（知財） 
A-3 超生物社会 科技 AI 技術 
  科技 IoI 人間もつながっている“IoX”“IoH” 
  科技 ロボット技術 
  科技 認知科学 
  科技 AR/VR 
  科技以外 法整備 
  科技以外 AI が出す結果に対するコンセンサス＆責任 
 86 
 理想の社会像まとめ 種別＊ トピック 
A-4 脱空間社会 科技 AR/VR 遠隔労働 
  科技 宇宙、海洋移住技術 
  科技以外 働き方改革 10.0 
  科技以外 制度、生き方、働き方改革 
A-5 AND 人間の育つ社会 科技 ベタな AI 技術 
 科技以外 AI リテラシー 
A-6 ぴんぴんコロリ社会 科技 VR/AR で味覚改善（食生活の改善） 
  科技 個人の健康管理技術（ライフログ etc) 
  科技 コンタクトレンズ型ライフログ 
  科技 医薬品医療機器開発 
  科技 アシスト技術（軽労化） 
  科技 記憶誘発剤 
  科技以外 医療報酬制度の見直し（予防に対するインセンティブ付与） 
 
 B グループ 
 理想の社会像まとめ 種別 トピック 
B-1 多重人格社会 科技 サービスロボット 
  科技以外 バーチャル人格の法的保護/規制 
  科技以外 ロボットやバーチャル人格への愛 etc.の感情の倫理的な整理 
B-2 “楽”社会 科技 空間ノイズキャンセリング 
  科技 ポータブルな fMRI 
  科技以外 幸福の定義 
  科技以外 内面介入の倫理的正統性 
B-3 “換”社会 科技 エネルギー保存技術（電池） 
  科技 触媒技術 






  科技以外 所有権の整理（海/空  etc.） 
B-4 超運命社会 科技 遺伝子編集 
  科技 人間拡張する身体機械 
  科技 再生医療 
  科技 遠隔就労・教育技術 
  科技以外 遺伝子操作の倫理的問題 
  科技以外 機会の平等性の担保 
  科技以外 世界共通でのスキル評価の仕組み 
 
 C グループ 
 理想の社会像 種別 トピック 
C-1 ボーダレス社会 科技 SV デザイン(制度設計を含む) 
  科技 CMC 技術の発達 
  科技 自動翻訳 
  科技 サービスロボット 
  科技以外 外交政策の見直し 
  科技以外 各種規制の国際調和と統一化 
C-2 高齢者のモチベーショ 科技 予防医療の確立 
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 科技 オーダーメイド(個別)医療 
 科技以外 死生学の活用 
 科技以外 医療・社会保障制度の改訂 
C-3 総活躍社会 科技 AI の普及 
  科技 生活 BigData 
  科技以外 雇用・労働に関する法規制の改訂 
  科技以外 ベンチャー支援制度 
C-4 ”超”成熟社会 科技 エネルギー問題解決にメドが立つ(再生エネルギー) 
  科技 低消費電力 ICT の実現 
  科技 細胞農業による食料増産 
  科技 SV ロボット 
  科技以外 エネルギー政策の見直し 
  科技以外 細胞食料技術の基準化、規制整備 




 科技 生体モニタリングビッグデータ 
 科技 気象センシング(リモートセンシング) 
 科技以外 ハザードマップ整備 
 科技以外 リスクマネジメントプラン 
 科技以外 個人情報管理 
  
D グループ 
 理想の社会像まとめ 種別 トピック 
D-1 超データエコノミー 科技 ブロックチェーン 
  科技 VR/AR/MR テレイグジスタンス 
  科技 量子コンピューティング 
  科技 量子暗号 
  科技 ロボティクス 
  科技 BMI 






  科技 AI（ゲノム医療 画像診断支援 診断・治療支援） 
  科技 AI（介護 認知症 衣料品開発） 
  科技 臓器作製技術 
  科技 若返り・技術 
  科技 身体機能拡張技術 
  科技 環境因子の評価技術 
  科技 ソフトウェアのコモディティ化 
  科技 生活、社会の各シーンで役立つ AI、ロボット技術 
  科技 フィジカル、メンタルセンサ 
  科技 「健康」の指標化と評価・計測技術 
  科技 AI 創薬 
  科技以外 適切なレギュレーションの準備 
  科技以外 レギュラトリーサイエンス 
  科技以外 オープンデータ 
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 理想の社会像まとめ 種別 トピック 
  科技以外 データ標準化 
  科技以外 AI・ロボット等に対応した診療報酬・伝達報酬 
  科技以外 AI やロボットによる生産を社会資源として活用できるガバナンス 
  科技以外 グローバルなデータ利用ライセンス、著作権 
  科技以外 データを相互利用しあう文化形成 
  科技以外 医療保険の免責等 
  科技以外 ソフト・ロー、弱いレギュレーション 
  科技以外 健康・医療技術（医薬・機器等）サービス承認制度 




 科技 省エネルギー技術 
 科技 エネルギー変換技術 
 科技 次世代電力系統安定化技術 
 科技 ブロックチェーン P2P 電力取引 
 科技 リサイクル技術 
 科技 モノの長寿命化 
 科技 リスクベース技術体系 
 科技 最適化数理 
 科技 ポストムーア 
 科技 Power-to-X 




 科技 知のシンセンスを実現する 学問体系の再構築 
  科技 リスクガバナンスを実現する社会科学的手法（ex.リスコミ） 
  科技 Human Centered Design 
  科技 「話法」 
  科技 非化学コミュニケーション 
  科技以外 マルチステークホルダーガバナンスシステム 
  科技以外 テクノロジーアセスメント 
  科技以外 ソーシャルインパクト評価システム 
  科技以外 そのための研究業績評価枠組み 
  科技以外 「場」の形成 
  科技以外 市民の意思決定支援システム 
  科技以外 透明な社会的合意形成システム 
 
 E グループ 




 科技 感覚伝達技術 
  科技 ヒトの五感を刺激する情報伝達技術 
  科技 リモートアバター 
  科技 パーソナルライブログ 
  科技 高速ネットワーク 
  科技 ３D プロジェクター 
  科技 フィルタリング技術 
  科技 アバターを通じてつながる 
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 理想の社会像まとめ 種別 トピック 




 科技 人工知能 
  科技 ロボット技術 
  科技 脳神経接続 I/O 
  科技 生体埋め込みデバイス 
  科技 技術と共存するための社会 
  科技 人間の利益に資する AI 
  科技以外 倫理の定義と法制化 
  科技以外 AI 時代の人間とは何か 哲学の発展 
  科技以外 教育(リベラルアーツ、IT/AI リテラシー) 
  科技以外 AI 時代の倫理の定義、法制化 
  科技以外 AI、ロボットに対する社会受容、新しい法律(電子人格) 
  科技以外 新たな法概念の創出 
  科技以外 事前に Adaptation ができる社会制度のデザイン 
E-3 安心、満足、健康社会 科技 再生医療技術 
  科技 コンビニ人間ドック(短時間・低コスト)予防医学 
  科技 脳機能の解明 
  科技 慢性疾患をモニターするセンサ/解析技術/悪化の検知技術 
  科技 出生前診断、胎児治療 
  科技以外 介護、子育てなど、支援制度の充実 
  科技以外 保険、社会保障制度 
  科技以外 幸せ・満足の定義 









 科技 ビッグデータシミュレーション 
  科技 金融危機などの人的災害の予測 
  科技 自然災害予測技術 
  科技以外 
世界中のビッグデータを使った想定外事変検知、影響をシミュ
レーション 




E-5 資源永久循環社会 科技 食品リサイクル技術とユニバーサルフードプリンタ 
  科技 食肉工場(人肉食、養殖魚、野菜など) 
  科技 安価な CO2 固定化技術(人工光合成含む） 
  科技 安価な再生可能エネルギー貯蔵、輸送技術 
  科技 エネルギー貯蔵 
  科技 長期(半年～1 年以上)保存可能な蓄電池 
  科技 永久 人工光合成、高効率太陽光 
  科技 希少資源代替 
  科技 資源代替リサイクル技術委 
  科技 リサイクル技術(エネルギー・食品含む) 
  科技 資源リサイクル 
  科技 需要予測技術(エネルギー、食品、水など) 
 90 
 理想の社会像まとめ 種別 トピック 
  科技以外 永久 車などを使わせない社会の仕組み(Compact city 化) 
  科技以外 環境価値評価・認証・取引制度 
  科技以外 政治的イニシアチブ 
 
 F グループ 
 理想の社会像まとめ 種別 トピック 
F-1 アナログ健康長寿社会 科技 パワーアシスト 
  科技 パーソナルモビリティの確立 
  科技以外 社会受容性 
  科技以外 個人のデータ(プライバシー)の保護を確実にする法システム 
F-2 インクルーシブ社会 科技 卵子の老化研究 卵子の凍結保存 
  科技 不妊症、不育症の原因解明 出生前診断 
  科技 自動翻訳 
  科技 個人特性に基づく個別医療 ‐性差、etc 
  科技以外 倫理面 
F-3 暮らし方多様化社会 科技 AI 技術の発展 
  科技以外 古典的な職業意識から脱却することの困難性 
  科技以外 文化の都市集中。VR は音楽堂の代替にならない 
  科技以外 移住によるコミュニティの維持困難 
F-4 労働の多様化社会 科技 テレプレゼンス 
  科技 情報通信料の大幅増加、情報処理のスピード増加 
  科技 自動運転 
  科技以外 社会保障制度(税制等含む)のポータブル化  




 科技 センサネットワーク構築 モデル構築 
  科技 
リサイクル技術 物理的、科学的、生物学席手法の高度化とデ
ータ管理 
  科技 再生可能エネルギー 
  科技以外 既存システム・制度の再構築 
 
 G グループ 





 科技 洋上空間活用技術 
 科技 海洋調査・メガフロート・シミュレーション 
 科技 海洋資源の量の把握技術 
  科技以外 国際協調枠組み 
  科技以外 大量消費社会 
G-2 Japan as Platform 社会 科技 特定管理者 
 科技 サイバーセキュリティ 
 科技以外 ジャパンブランドのサービス化＋継続性 
 科技以外 特別自治区設定・属地主義の緩和 
G-3 江戸銭湯社会 科技 新しいコミュニケーションツール 
  科技 つながらない技術伝達手段 
  科技以外 家族制度拡大 年金→仕事 
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  科技以外 年金がなくなる代わりに仕事を出す 
 
 H グループ 
 理想の社会像 種別 トピック 
H-1 ネオサステナビリティを
実現した社会 
科技 位置情報技術 人工大量培養技術 
 科技 合成食料（肉） 環境負荷低・ 栄養価・味上、文化的価値付加 
  科技 魚の完全養殖 無人農場 木の浄化 
  科技 AI 材料革新 ゲノム（資源の有効活用） 
  科技 ４D 広域モニタリング 
  科技 自動走行電車 
  科技 太陽光発電 熱発電 地中熱 風力発電 
  科技以外 税や不動産にかかわる制度改革 
  科技以外 マイクロファイナンス orVC による地方の取り組みの支援 
  科技以外 超特区制度（社会実験）＋データ 
  科技以外 シチズンサイエンスと環境政策決定 
H-2 
人間性の拡張した社会 
科技 五感仮想化 VR 技術 
 科技 生体モニタリング診断 行動変容支援（アドバイス）システム 
  科技 Brain－Machine インターフェース 
  科技 身体機能代替拡張技術 
  科技 ヒューマンインタラクション技術 
  科技以外 AI 利用による事故を保障する新しい保険制度 
  科技以外 個人情報の leak を防ぐセキュリティシステム 個人情報保護法 
H-3 多次元社会 科技 自動翻訳システム 
  科技 Cyber-Physical System 
  科技 ブロックチェーン デジタル通貨 仮想通貨 
  科技 環境、人間の（仮想）モデル化技術 
  科技以外 税制の維持方法 
  科技以外 地方参政権 
  科技以外 年金・社会保障制度の改革（ポータブル化） 




科技 共生型 AI 
 科技 自動走行車 ３D 道路（自動車、ドローン etc) 自動走行電車 
 科技 科学的知識データへのアクセス改善、共有 
  科技以外 知識価値の再分配の仕組み 
  科技以外 「死」の負担の分配制度（「死」を社会として受け入れる仕組み） 
  科技以外 AI と Humanity（人文学）の共生 
  科技以外 GDP 以外の指標の導入（幸福度指数等） 
  科技以外 世界各国での合意形成（成熟国 vs 成長国） 
  科技以外 地方大学の役割拡大（知識の源、再教育の拠点としての役割） 




 科技 ナノテクノロジー 超深海 
 科技 高精度可視化技術 極限環境 高信頼性技術 
  科技 極限条件に耐えうる素材 
  科技 宇宙船 地下トンネル 地球外の発電 
  科技 VR（過去に戻れる）タイムマシン技術 
  科技以外 巨大クラウドファンディング 
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 理想の社会像 種別 トピック 
  科技以外 超国家プロジェクト 競争？協調？ 
H-6 ヒトの育て方 科技 e ラーニング 
  科技 科学リテラシー教育 
  科技以外 Back to the Nature プログラム 
  科技以外 教育制度の改革 幼少期からのリテラシー教育 
  科技以外 教員資格の扱い 
  科技以外 学校以外の学びの場 
  科技以外 教育内容、担い手の多様化 
 
 I グループ 
 理想の社会像 種別 トピック 
I-1 脱 GDP 社会 科技 仮想通貨 
  科技 ビッグデータの整備 
  科技以外 GDP 成長 指標 
  科技以外 経済・貨幣制度 




 科技 AR・VR 
  科技 AI・ロボット 
  科技 モビリティ 自動運転 
  科技 個別医療 
  科技 再生医療 
  科技 分子細胞生物学 エピジェネティックス 
  科技 脳科学 脳計測 
  科技以外 高齢者 ベンチャー支援 
  科技以外 人権 
  科技以外 社会保障 福祉 
  科技以外 医療介護制度 
I-3 次世代 IoT による超低
炭素社会 
科技 素材・材質研究 
 科技 低炭素化 
  科技 エネルギー 
  科技 送電 
  科技 電磁気 磁性体 超電導 
  科技 IoT 
  科技 AR VR 
  科技 センシング計測 
  科技 マテリアル・インフォマティクス 
I-4 まとまらないことでまとま
っている社会 
科技 3D プリンタ  
 科技 AR VR 
 科技 AI ロボット 
  科技 コミュニケーション支援 
  科技以外 婚姻 家族制 雇用 労働法 制度 
  科技以外 社会保障福祉 
  科技以外 税制 
I-5 超ロボット社会 科技 シミュレーション 
  科技 量子コンピュータ 
  科技 AI ロボット 
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  科技以外 雇用・労働法・制度 
  科技以外 人権 
  科技以外 家族制 
  科技以外 税制 
I-6 寿命選択制社会 科技 生体計測セッシング 
  科技 余命？を正確に把握できる診断技術 
  科技 スマートシティ 
  科技 コミュニケーション支援 
  科技 認知科学（人間の特性、幸福感情の把握 
  科技以外 人権 
  科技以外 家族制 
  科技以外 教育制度 
  科技以外 ホスピスの意義付け 
  科技以外 社会システム 制度（都市インフラ） 
 
 J グループ 




 科技 科学技術の発展に伴う家事労働時間等の縮減 
  科技 自分とは異なる価値観を上手に理解する手法論（VR など） 
  科技 アンチフェイクニュース 技術/科学 方法 
  科技 思考プロセスの解明と技術 
  科技 歴史文化のデータベース化 可視化 モデル化 
  科技 表現技術 
  科技 物事やデータ情報から面白さを見つけ測る技術 
  科技 リスクコミュニケーションの方法論の確立 
  科技以外 （結婚など）民事法制 
  科技以外 障がい者学級を分けない（可能な範囲で） 
  科技以外 人の移動の自由（移民、入管？） 
  科技以外 働き方改革 哲学 
  科技以外 尊厳死を認める制度 
  科技以外 個人の価値観の多様性の容認 
  科技以外 あいまいさ、完璧でないことを容認する社会の実現 
J-2 野性味社会 科技 エンターテインメント工学？ 
  科技 スポーツ科学 
  科技 人文社会的スポーツ科学 
  科技 肉体を動かす苦痛（苦労も）を和らげる機械 
  科技 社会を隙間まで理解しやすくする情報提供手段 
  科技 イノベーションの優先順位を評価する技術 
  科技 緊急時を見守る監視システム（衛星など） 
  科技 感情・価値判断を科学する技術 
  科技以外 エコツーリズム 
  科技以外 緊急時に対応する補償システム（保険など） 
  科技以外 基礎研究歓迎 
  科技以外 イグノーベル賞 
J-3 ユビキタス生活社会 科技 パーソナル高速移動技術（ヒトを運ぶドローン） 
  科技 老人向けクルーズ船 
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  科技 （建築、都市計画）／空間〇〇技術／デザイン 
  科技 経済学と情報学の統合 
  科技 バーチャルリアリティ（会議）システム 
  科技 個人通訳システム 
  科技 自動分散制御 
  科技 高速計算処理 
  科技 データの接続技術 
  科技以外 教育システム（単位認定など） 税制 
  科技以外 個人認証制度（ハンコがいらない） 
  科技以外 交通規制 法規 管理システム 





 科技 新技術が社会に与える影響の評価方法の確立 
 科技 テクノロジーアセスメント 
 科技 （AI を一案に）公正なレギュラトリーサイエンス 
 科技 （AI を一案に）倫理的側面を共有するシステム 
J-5 超人間社会 科技 延命治療 運動科学の発展 
  科技 人体実装デバイス 
  科技 病気を楽に予防する技術 
  科技 センシング技術＋生体適合手術の融合 
  科技 ヒューマンインタフェース技術 
  科技 自分の習慣、ライフスタイルを可視化する技術 
  科技以外 ヘルスポイント 
  科技以外 医療規制 
  科技以外 コストダウン 
J-6 移動と物流の高度化社
会 
科技 新しい乗り物 2 階建てのメトロ 
 科技 OR（オペレーションズリサーチ）最適化セールスマン問題 
 科技以外 交通法規 
 科技以外 個人 ID 




 科技 小規模発電装置とスマートグリッドでの接続 





資料３ 「きざしストーリー」概要 （ビジョンワークショップ資料） 
*140 件（のべ 170 件）のうち、掲載許諾分のみ 
全般 























































































現在、我が国では総人口に占める 65 歳以上の割合は 27.3%に達し、平均寿命も女性
が約 87 歳、男性が約 81 歳となった。しかし、「健康寿命」は女性が約 74 歳、男性が約












































技術をスポーツに応用した e スポーツがオリンピックにも採用される見込み。 
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2065 年には、1 人の高齢者に対して 1.3 人の現役世代という比率になる。日本では、















































































































No. テーマ名 概要／インパクト 










































































略 的 に 再 構 成 さ れ る た め 、 こ れ に 対 応 し て 、 S+3E （ Safety, Energy Security, 
Environmental Conservation, Economic Efficiency）を確保しつつ、需要と供給を最適
化するよう、各種のエネルギーインフラを再配置していく必要がある。 
◇インパクト 






















































26 ユニバーサルフ ◇概要 
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日本の人口構造（2040 年。中位推計）：生産年齢（15～64 歳）：5987 万人、老齢（65 歳


































































































テロメアの活性化 vs がん化リスク 



































模ビジネスが活躍する 2040 年の社会。 
背景：2040 年、もちろん先端領域やビッグビジネスの成功者はいると願うが、現在の 43





































































47 新・人類 ◇概要 




















































































54 人口減少社会 ◇概要 
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ていかなければならない』（ [1]より引用）ことを意味している 。SS では、都市・地域の
空間構造が戦略的に再構成されるため、これに対応して、S+3E（Safety, Energy 
Security, Environmental Conservation, Economic Efficiency）を確保しつつ、需要と供
給を最適化するよう、各種のエネルギーインフラを再配置していく必要がある。 
◇インパクト 
QoL（Quality of Life）の向上。インフラ維持費用の削減。脱炭素化の促進 
 [1]林良嗣, “「ミゼラブル・シュリンク」or「スマート・シュリンク」都市生き残りの唯一の戦略”, 岐阜


















































リスク評価(PRA, Probabilistic Risk Assessment)が適用されてきたが、さらに企業/行政






































が国では、太陽光発電の余剰電力買取制度の開始から 10 年が経過する 2019 年度以
降、再エネ電力の市場価格による売買が始まるが、この際、再エネの自家消費が進行


















る。しかも、 研究例によれば、電力消費量における ICT 機器の比率は年々リニアな増









世界レベルで、21 世紀＜前半＞に燃やすであろう石炭の量は 20 世紀に燃やしてしま
った石炭の量の約 1.7 倍、石油だと約 1.5 倍、天然ガスだと約 3 倍。2040 年頃には，





























































































































































































































































































































































































































































体のない空中タッチパネルが腕時計型 PC のディスプレイとして実用化される。 
◇インパクト 
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（Made in Japan 
Revisited) 
◇概要 

























































































































































































































































































































































































ていかなければならない』（ [1]より引用）ことを意味している 。SS では、都市・地域の
空間構造が戦略的に再構成されるため、これに対応して、S+3E（Safety, Energy 
Security, Environmental Conservation, Economic Efficiency）を確保しつつ、需要と供
給を最適化するよう、各種のエネルギーインフラを再配置していく必要がある。 
インパクト：QoL（Quality of Life）の向上 
インパクト：インフラ維持費用の削減 
インパクト：脱炭素化の促進 
 [1]林良嗣, “「ミゼラブル・シュリンク」or「スマート・シュリンク」都市生き残りの唯一の戦略”, 岐阜


































リスク評価(PRA, Probabilistic Risk Assessment)が適用されてきたが、さらに企業/行政
























































Google や Apple のようなプラットフォーマーや SNS 運営企業はどんどん「人」の情報を
集める事ができていると思われる。 
 123 
No. テーマ名 概要／インパクト 
その種類はかつての（通信事業者が守秘義務と事件時には提供義務を負っていた）
通信履歴と言うレベルではなく、今は（現実には誰も読まない）独自契約により「デー














































































































































































要な AVATAR の実現には時間がかかる。 
具体的な国内の動きとして、ANA は米国 Xprize 財団のコンペにて ANA チームが提案

























No. テーマ名 概要／インパクト 
事故原因分析・政策決定に、公的部門で収集されている膨大な事故等情報が活用可
能となり、より正確な政策決定が可能となる。 






















































































日本の人口構造（2040 年。中位推計）：生産年齢（15～64 歳）：5987 万人、老齢（65 歳

















































地球規模での管理漁業システムの構築 → SDGｓ 持続可能な海洋の利活用の実現 



























































































































































































区分 グローバルまたは共通 地域（アジア、欧州等） 日本 




 社会保障の低下  価値観の多様化 
 移民・移住の影響  家族の多様化 














 経済情勢の不透明性  財政悪化  経済の伸び悩みと新し
いビジネス 
 




economy, sharing economy）  
 老朽インフラ 
 雇用・労働市場の変化 








環境  気候変動  都市化の影響  自然災害のリスク 
 自然災害・極端気象の増加  環境意識の高まり  エコ意識の変化 















 Global Trends to 2030: Can the EU meet the challenges ahead? (ESPAS)  
 Europe’s Societal Challenges: An analysis of global societal trends to 2030 and their impact on the EU (ESPAS)  
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 The Global Risks Report 2017 (World Economic Forum)  
 Social changes 2030, Stories from the future 2030 (BMBF Foresight Cycle II, Germany)  
 Horizon Scanning Programme (HM Government, UK)  
 2050 年の世界： 英「エコノミスト」誌は予測する （著：英エコノミスト編集部）  
 25 のきざし（日立製作所）  
 10 hot consumer trends 2016/2017 (Ericsson Consumerlab)  
 Canada 2030-insights (Policy Horizon Canada)  
 Horizon scan 2050 (Netherlands Study Centre for Technology Trends)  
 Strategic Evidence of Future Change: Horizon Scanning evidence and analysis First/Second/Third Report (Defra, UK)  
 国土のグランドデザイン 2050 （国交省）  
 第 5 期科学技術基本計画  
 経済財政運営と改革の基本方針（骨太方針）2017  
 第 10 回科学技術予測調査 科学技術予測に資する将来社会ビジョンの検討（科学技術・学術政策研究所）  
 国家安全保障戦略（H25.12、内閣官房）  
 まち・ひと・しごと創生長期ビジョン（H26.12、内閣官房）  
 Future Agenda (Tom Jones)  
 
○政策トレンド 









    成長市場の創出、地域活性化、科学技術イノベーション 





  イノベーション・ベンチャー創出力の強化、人材創出 




  中小・ベンチャー企業の知財マネジメント強化 
    コンテンツを中心としたソフトパワー 
  地域の発展 特性・資源の活
用 
地域資源を活用した、多様な地域社会の形成 
    未利用又は利用の程度の低い資源を有効に活用した産業振興 
    地域の知恵と工夫のサポート・促進、民間のノウハウ・資金の活用 
    ネットワーク化と
国際展開  
東京一極集中からの脱却、「自律・ 分散・協調」型の国土 
    対流促進型国土、コンパクト＋ネットワーク 
    中小規模事業
支援  
地方創生、中堅・中小企業・小規模事業者支援 




    国際秩序の維持（自由、民主主義、基本的人権、法の支配） 
    我が国の能力・役割の強化・拡大（外交、防衛、海洋、サイバーセ
キュリティ、国際テロ、情報、宇宙） 
    国民の安全確
保 
災害から人命を守る 
    国及び社会の重要機能の障害回避・維持 




  多様性の許容 個性と能力を十分に発揮できる、多様性に富んだ豊かで活力ある
社会 
    人権が尊重され、尊厳を持って個人が生きることのできる社会 
      あらゆる人々の活躍の推進 
    仕事と生活の調
和  
働き方改革（同一労働同一賃金、長時間労働是正、高齢者就労） 
    男女が共に充実した職業生活その他の社会生活及び家庭生活
を送ることができる社会 
    男性中心型労働慣行等を変革 
    子育て・介護支
援 
高齢者や子育て世代にとり、安心できる健康で快適な生活環境 
    出生率 1.8 に向けた取組（女性活躍、若者・子育て世帯支援、三
世代同居・近居、子供・若者支援） 
 133 
区分 KW1 KW2 内容例 
      護離職ゼロ（健康寿命延伸、障害者・難病患者・がん患者等の活
躍支援、地域共生社会） 
    社会保障の充
実 
成長と分配の好循環 
    安心につながる社会保障 
  グローバル
化 
  ローカルに輝き、グローバルに羽ばたく国土 
    国際社会の中で存在感を発揮する国 








  オールジャパンでの医療等データ利活用基盤構築・ICT 利活用
推進  
    健康管理 健康・長寿の達成 
      健康管理と病気・介護予防、自立支援に軸足を置いた、新しい健
康・医療・介護システム 




    新たな産業創出と農林漁業・農山漁村の活性化 
    ６次産業化等の推進 
  システム改革 農業構造の改革と生産コストの削減 
    流通機構の改革 
























  多層化・多様化した柔軟なエネルギー需給構造  




  健全な水循環の維持又は回復 









  未来の産業創造と社会変革（Society 5.0） 
  「データ」大流通時代 
  データ利活用による新たなライフスタイル（経済再生・財政健全
化、地域の活性化、国民生活の安全・安心の確保）  
  個人情報の保護と有用性への配慮 
生産性向上   ロボット革命、バイオ・マテリアル革命 
    サービス産業の活性化・生産性向上 
    FinTech 推進 
観光立国   観光産業の国際競争力を高め、我が国の基幹産業に 







  若年・子育て世帯や高齢者が安心して暮らすことができる住生活 




      使いやすい交通（まちづくりと連携した地域交通ネットワーク、バリ
 134 
区分 KW1 KW2 内容例 
アフリー等） 
    自動化 自動走行、自動航行、ドローン利用 
  地理空間情
報 
  災害に強く持続可能な国土の形成への寄与 
  都市構造 コンパクト化 コンパクトな都市構造（多極ネットワーク型コンパク トシティ） 
    有効活用 既存社会資本の有効活用等による費用の縮減 





  「海に守られた国」から「海を守る国」へ 
資源と環境保全 海洋資源の開発及び利用と海洋環境の保全との調和 




  民生 民生分野における宇宙利用推進 
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